
昭和48年 早稲田大学理工学部卒
　　50年 早稲田大学大学院修士課程修了
　　同年 東洋エンジニアリング株式会社入社
平成７年 千葉県議会議員初当選
　　16年 千葉県監査委員
　　17年 防災対策委員
　　20年 党県連幹事長　
　　23年 千葉県議会議員5期当選
現　　在 党県議会の議員会長

河野としのり県議作成の意見書（国への要望）が議会で決議される!!
こう  　の

議会での質疑応答は、インターネットで下記のアドレスを開けばビデオを見ることが出来ます。
http://www.chiba-pref.stream.jfit.co.jp/giin_result.php?GIINID=549で 検索
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県
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千
葉
県
立
現

代
産
業
科
学
館

に
は
、地
熱
発
電

の
高
温
岩
体
発

電
が「
こ
れ
か
ら

の
発
電
」と
し
て

分
か
り
易
く
展
示

さ
れ
て
い
る
。地
下

の
高
温
の
岩
盤
に

高
圧
の
水
を
注
ぎ
、

そ
こ
か
ら
地
上
に
吹

き
出
る
蒸
気
を
利

用
す
る
高
温
岩
体
発

電
は
、今
、米
国
、Ｅ
Ｕ
で
実
用
化
が
大
規
模
に
始
ま
っ

て
い
る
。地
球
は
中
心
の
核
で
6
千
度
、そ
し
て
百ｍ
掘

り
進
む
ご
と
に
３
度
以
上
温
度
上
昇
し
ま
す
。地
球
は

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
惑
星
な
の
で
す
。世
界
的
に
有
名
な

「
上
総
掘
り（
か
ず
さ
ぼ
り
）」と
い
う
井
戸
掘
り
の
高

い
伝
統
技
術
を
持
つ
我
が
県
は
、高
温
岩
体
発
電
の
利

用
拡
大
、技
術
開
発
推
進
に
向
け
て
、広
報
、調
査
、技

術
開
発
な
ど
貢
献
す
べ
き
と
思
う
が
、ど
う
か
。

坂
本
副
知
事

　

議
員
御
指
摘
の
高
温
岩
体
発
電
は
、将
来
に
お
け

る
有
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。本
県
と
し
て
も
情
報

提
供
、啓
発
、い
ろ
ん
な
面
で
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

　

私
は
、ち
ょ
う
ど
30
年
前
、福
島
第
一
原
発
の
６
号
機
の
近
く
に
使
用
済
み
核
燃
料
の
冷
却
保
管
を
す

る
キ
ャ
ス
ク
保
管
設
備
と
い
う
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
、建
設
に
５
年
間
携
わ
り
ま
し
た
。建
設
時
に
は
浪
江
の

町
に
住
み
、今
回
の
原
発
事
故
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
達
の
作
っ
た
建
屋
設
備
は
、震
災
の
津
波

で
いっ
た
ん
水
没
し
全
壊
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、原
発
の
設
計
、建
設
は
非
常
に
厳
し
く
、普
通
の
プ
ラ
ン
ト
の
10
倍
の
時
間
と
10
倍
の

お
金
が
か
か
り
ま
し
た
。プ
ラ
ン
ト
に
入
れ
る
機
器
や
計
器
な
ど
の
品
質
管
理
は
何
重
に
も
検
査
が
な
さ

れ
、建
屋
の
中
の
１
本
１
本
の
配
管
、ケ
ー
ブ
ル
配
線
も
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
入
念
な
施
工
検
査
が
な
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、安
全
設
計
が
施
さ
れ
た
炉
心
冷
却
は
何
重
に
も
バッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
、そ
の
中
に
は
、Ｒ

Ｃ
Ｉ
Ｃ
と
いっ
て
所
内
の
電
力
す
べ
て
が
失
わ
れ
て
も
、炉
心
の
崩
壊
熱
に
よ
る
蒸
気
を
使
用
し
、タ
ー
ビ

ン
に
よ
っ
て
冷
却
ポ
ン
プ
を
駆
動
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
系
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
は
、そ
れ
さ
え
も
う
ま

く
作
動
し
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。全
交
流
電
源
喪
失
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
本
当
に
起
き
る
と

は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。原
発
の
制
御
、安
全
性
の
確
保
へ
の
信
頼
が
腹
の
底
か
ら
崩
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。大
自
然
を
知
ら
ず
、水
に
浮
か
ん
だ
重
箱
の
隅
に
す
ぎ
な
い
仮
想
の
安
全
技
術
に
熱
を
上
げ
、

そ
の
精
密
さ
を
競
い
、そ
れ
を
安
全
増
し
と
自
己
満
足
し
て
い
た
だ
け
で
す
。そ
れ
を
思
う
と
、今
後
の

防
災
計
画
は
、「
原
発
事
故
は
再
び
起
こ
る
」と
覚
悟
し
て
作
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。今
後
、福
島
第
一
原

発
の
新
た
な
る
放
射
能
の
放
出
、あ
る
い
は
新
た
な
る
原
発
の
事
故
と
同
時
に
、直
ち
に
県
内
に
お
け
る

放
射
線
拡
散
予
測
を
行
う
よ
う
体
制
を
整
え
る
べ
き
と
思
う
が
、ど
う
か
。

森
田
県
知
事

　

今
回
の
よ
う
な
原
発
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、事
故
の
状
況
や
そ
れ
に
伴
う
放
射
性
物
質
の
拡
散
の

予
測・見
込
み
等
の
情
報
は
、迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
行
う
上
で
重
要
で
す
。国
や
事
業
者
に
放
射
性

物
質
拡
散
予
測
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
説
明
す
る
よ
う
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
原
発
事
故
は
再
び
起
こ
る
」と
い
う
前
提
で

 

放
射
性
物
質
拡
散
予
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と

 

対
処
を
!!
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　現在、政府にお
いて再生可能エネ

ルギーの地熱発電
において自然公園

法に基づく

立地規制などの改
革が検討され導入

が加速されようとし
ている。確かに我

が国の地熱

発電設備容量はわ
ずか５３万３，０００キ

ロワットにとどまり、こ
れは２億３，０００万

キロワットと

される今の日本国
内の総発電設備容

量のわずか０．２％
にも達していない。

エネルギー資

源はほとんど輸入
に頼りエネルギー

自給率は４％に過
ぎずエネルギー安

全保障上危機

的な状況にある。

　一方、我が国は
火山国であり世界

第３位の地熱資源
大国であり、平成２

２年度の環

境省によるポテンシ
ャル調査では、理

論的埋蔵地熱資
源量は約３，３００万

キロワットと見

積もられ、また、電力
中央研究所からは

地下４，０００メートル
まで利用すれば、

我が国の総

発電設備容量の約
２．５倍、４億キロワ

ットの発電容量を
持つとも報告されて

いる。このよう

に原発にかわるエ
ネルギーとして各種

地熱発電は量的な
可能性が十分あり

ながら、２０

０３年には国が地
熱技術開発を停止

され技術開発はス
トップしてきた。

今、ようやく福島第
一原発事故後、地

熱発電がやっと見
直されようとしてい

るが、今規制

改革などして主とし
て見直されようとし

ているのは従来型
地熱発電方式で

ある。これは

天然に局在する地
熱貯留層を利用し

ているゆえ、今後
大規模に期待され

る量的規模

で開発されることは
困難である。

　地熱利用は、６
千度という無尽蔵

な熱エネルギーを
地球自体が地下に

内包している

ことに注目し、量的
規模を実現すべき

発電方式を目指す
べきである。地下は

深部ほど高

温であり、その岩盤
に高圧の水を注ぎ

、人工の地熱貯留
層をつくり、そこに

生産井を通

すと、まるで焼け石
に水のごとく岩盤

内の熱水や蒸気が
地上に吹き出してく

る。この熱水

や蒸気を発電に利
用した後、注入井

─注入の井戸から
先の貯留層に送り

込んで循環

させていく高温岩
体発電は正にこれ

からの発電と称し
期待されている。産

業技術総合

開発機構の調査
では、少なくとも国

内では３億キロワッ
ト以上の発電がで

きると見積もっ

ている。既に、米国
、ＥＵ、オーストラリア

でも実用化が大規
模に始まろうとして

いる。

　よって、政府にお
いて、再生可能エ

ネルギーの導入が
望まれる今日、地熱

発電の中で

量的規模が期待さ
れながら技術開発

が中座している高
温岩体発電の開発

を他国と同

様大規模に再開す
ることを強く要望す

る。

　　以上、地方自
治法第９９条の規

定により意見書を提
出する。

　
平成　　年　　月

　　日　　　　　
　　　　　

　　　　　　　
　　　　　　　

　　　　　　　
　千葉県議会議

長

　　　　　内閣
総理大臣・財務大

臣・経済産業大臣・
環境大臣　あて

再生可能エネルギ
ーの地熱発電とり

わけ高温岩体発電
等の

促進を求める意見
書

河野としのり県議が作成し議会の決議を持って
国へ要望する意見書

「地球は熱エネルギーの惑星である。
地熱を利用した発電に切り替えるべき」と
真剣に訴える河野としのり県議
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「地球は熱エネルギーの惑星である。
地熱を利用した発電に切り替えるべき」と
真剣に訴える河野としのり県議

高温岩体発電の解説図


